
調剤薬局
と

病院の連携

⽇本慢性疾患重症化予防学会 サマーセミナー 2022
『慢性疾患重症化予防と地域連携』

シンポジウム透析予防
〜地域連携はこう進める

課題とその解決

秋⽥県薬剤師会
⼤館北秋⽥⽀部

㈱タカハシ薬局 豊町店
豊吉 紀⼦
(とよし のりこ)



⼈⼝69,293⼈
（R3年12⽉末時点）



秋⽥は
しょっぱい！！

秋⽥県H28年
「県⺠健康・栄養調査」
「⼦供と働きざかり世代の⾷⽣活状況調査」
「秋⽥県⺠の⾷⽣活指針」



薬剤師会
減塩指導部会

⽴上げの経緯



⼤館市⽴総合病院（443床）
地域の中核病院

•糖尿病専⾨医
•糖尿病透析予防指導管理料
•糖尿病循環型医療連携パス



院外処⽅箋に
「推定塩分摂取量」
が記載！!

調剤薬局でも
より積極的な
減塩指導が可能に



糖尿病療養指導⼠による
調剤薬局薬剤師への
減塩指導⽅法の技術移転
平成30年10⽉〜11⽉の3週間
糖尿病療養指導⼠が
⼤館市⽴総合病院の⾨前薬局（５店舗）
をまわり、減塩指導の⽅法について指導。

週末にミーティングを施⾏し、
問題点を確認。





・塩分交換表
・ソルセイブ試験
・よく使⽤する調味料
などを簡単に記載できる報告書

フリーハンドで
気づいたことを報告
できるトレーシングレポート

病院への情報フィードバック
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減塩指導前後の推定塩分摂取量の推移
（ｎ＝２８）

⽇本腎臓病学会学術総会ポスター発表より抜粋
「塩分交換表を⽤いた院外調剤薬局での減塩指導」

⽇本慢性疾患重症化予防学会：⾼橋友美
⼤館市⽴総合病院内分泌代謝神経内科:池島 進
千葉循環器病センター総合診療科:平井 愛⼭



連携して
減塩指導

糖尿病透析予防指導管理料

糖尿病
連携パス
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薬剤師会
減塩指導部会



• 減塩指導のスキルアップ
• ⼤館市⽴総合病院との連携の充実

• ⼤館市⽴総合病院の⾨前薬局と
⾮⾨前薬局での指導内容の均⼀化

地域の薬剤師全体の
レベルアップが必要



• 会員間での情報共有
• 指導において必要な知識、
情報の伝達

• 不定期に刊⾏
各薬局間を回覧する

会員向け広報紙の発⾏









①薬剤師のスキルアップのために 〜必要な知識の習得〜
• 検査値に関する知識
• 栄養評価⽅法
• 薬と病気、塩分の関係
• 指導⽅法の選択⽅法、対応例の共有、症例検討 など

②患者指導のために 〜指導⽤ツールの作成〜
• 「なぜ減塩が必要か」「塩分が多いとどうなるのか」を理解してもらうため
のツール
• 塩分量を確認できるツール
• 塩分摂取量が多い背景を探るためのツール
• 個々の⾷材などに対する指導ツール など

③指導継続・連携のために 〜連携・指導ツールの作成〜
• 患者さんの現状を継続的に把握・確認できるツール
• 患者さんと⽬標を確認・共有できるツール
• 指導内容を薬局間・多職種と共有できるツール
• 病院と保険薬局で情報共有できるツール
• Ｄｒに情報提供するためのツール など



患者指導箋
患者指導⽤ツール

の作成





ダウンロード
印刷して

使⽤できる形に



今後の課題
• 勉強会、
指導⽤ツールの充実

• 継続性のある
連携⽤ツールの作成

• 推定塩分摂取量を測定
していない患者への指導⽅法
（⼤館市⽴総合病院以外の患者）



ご清聴ありがとうございました


